







































を用いた装置でのイオウとホルムアルデヒドの検出下限値はそれぞれ，3.6 nL(水素燃料量 0.9 L), 
5.0 nL(水素燃料量 0.5 L)と算出することができた。また誘電体バリア放電では，イオウの検出下
限値を 0.8 nL(水素燃料量 0.2 L)と低減させることに成功した。さらにイオウとホルムアルデヒド









    
 














1) ISO 14687-2(2012)  
図２  同時測定で検出された波⻑ 
図３  開発した固体試料分析装置 図 4 マラチオンのスペクトル (プラズマガス 80℃) 
